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福祉
ふ く しふ あれ い

平成 23 年度 高梁市健康福祉のつどい

平成23年度高梁市健康福祉のつどい…2〜3㌻
赤い羽根共同募金、法人募金等…4〜5㌻
高梁市防災訓練・災害ボランティアシンポジウム…

6〜7㌻
秋の各種表彰、施設の作品展示…8〜9㌻
ふれあいサロン活動紹介…10㌻
平成23年度社協会費等…11㌻
地域福祉活動報告等…12〜13㌻
お知らせ…14㌻
寄付…15〜16㌻

心のつながりを大切に　支えあい助けあう　安心のまちづくり



高梁市健康福祉のつどい
　

10
月
22
日
、
高
梁
総
合
文
化
会
館
を

主
会
場
と
し
て
平
成
23
年
度
高
梁
市
健

康
福
祉
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
健
康
福
祉
の
つ
ど
い
は
、
市
民

の
皆
様
が
心
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
支

え
あ
い
助
け
あ
う
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
高
梁
市
と
共
催
し

て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域

福
祉
に
対
す
る
功
績
の
あ
っ
た
個
人
11

名
と
団
体
２
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

今
回
の
受
賞
者
の
声

（
個
人
の
部
）

社
会
福
祉
団
体
功
労

平
川　

ひ
さ
よ
さ
ん
（
津
川
福
寿
会
）

　

こ
の
度
、
表
彰
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
会
員
と
し
て

長
年
皆
さ
ん
と
活
動
出

来
ま
し
た
こ
と
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

先
ず
は
、お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

西　

佳
代
さ
ん
（
東
阿
楽
寿
会
）

　

こ
の
度
、
身
に
余
る

表
彰
を
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の

皆
様
と
共
に
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
楽
し

く
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

長
谷
川　

久
さ
ん
（
大
賀
地
区
遺
族
会
）

　

こ
の
度
、
表
彰
を
受

け
ま
し
た
こ
と
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
一
致
団
結
し
て

平
和
な
世
の
中
が
続
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
施
設
功
労

宮
本　

富
士
子
さ
ん

（
社
会
福
祉
法
人
吉
美
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
有
漢
荘
）

　

20
数
年
こ
の
仕
事
を

続
け
て
来
れ
ま
し
た
の

も
、良
き
指
導
者
に
恵

ま
れ
た
こ
と
、ま
た
、地

域
の
皆
様
の
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

尾
﨑　

美
津
枝
さ
ん

（
社
会
福
祉
法
人
吉
美
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
有
漢
荘
）

　

利
用
者
の
方
に
、『
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
て
頂

く
に
は
、ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
な
あ
』と
考

え
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
う
ち
10
年
が

経
ち
ま
し
た
。有
漢
荘
が
好
き
で
す
。

伊
達　

妙
子
さ
ん

（
医
療
法
人
梁
風
会
た
い
よ
う
の
丘
）

　

毎
日
、
利
用
者
の
方

と
野
菜
作
り
を
し
て
い

ま
す
。
な
か
な
か
立
派

な
野
菜
は
作
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
楽
し
く
作
業
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡
邉　

節
子
さ
ん

（
社
会
福
祉
法
人
順
正
福
祉
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
順
正
）

　

福
祉
の
つ
ど
い
に
出

席
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の

う
え
受
賞
ま
で
頂
き

ま
し
て
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
こ
の
度
の
賞
は
、
お
も
は
ゆ
い
事
で

す
が
、
皆
様
の
お
力
添
え
の
お
か
げ
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

山
川　

ち
よ
み
さ
ん

（
老
人
保
健
施
設
ゆ
う
ゆ
う
村
）

　

思
い
も
よ
ら
ぬ
事

で
、び
っ
く
り
し
て
い

ま
す
。今
後
も
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
、

気
持
ち
も
新
た
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

三
村　

由
喜
子
さ
ん

（
社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
っ
こ
う
花
）

　

た
く
さ
ん
の
笑
顔
に

支
え
ら
れ
た
日
々
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
出
会

い
を
大
切
に
し
な
が
ら

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

度
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

杉
本　

秀
子
さ
ん

（
社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘
か
わ
か
み
療
護
園
）

　

長
年
こ
の
仕
事
が
続

け
ら
れ
た
の
も
大
勢
の

皆
様
方
そ
し
て
、家
族

の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ

と
と
、深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

植
田　

千
恵
子
さ
ん

（
社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘
か
わ
か
み
療
護
園
）

　

沢
山
の
人
達
に
支
え

て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
、

今
日
ま
で
施
設
で
働
け

る
こ
と
が
出
来
、
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
健
康
に
気
を
つ

け
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
団
体
の
部
）

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労

高
梁
市
栄
養
改
善
協
議
会
連
合
会
成
羽
支
部

代
表
者　

吉
岡　

順
子
さ
ん

　

表
彰
を
頂
き
会
員
一

同
一
層
の
励
み
に
な
り

ま
す
こ
と
を
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
連
合
会
は

「
健
寿
の
里
た
か
は
し
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
全
市
民
が
心
も
か
ら
だ
も
健
や

か
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

高
梁
市
立
富
家
小
学
校
児
童
会

代
表　

６
年　
　

賀　

祥
浩
さ
ん

６
年　

宮
本　

朋
実
さ
ん

　

表
彰
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
富
家
小
学
校
の
伝

統
を
引
き
つ
い
で
、

ア
ル
ミ
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
集

め
を
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
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平成23年度
山
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰

訪
問
入
浴
車
の
展
示

　

ま
た
、
こ
の
日
は
山
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
顕
彰
表
彰
と
し
て
８
名
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。

地
域
社
会
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

▽
木
村　

和
子
さ
ん
（
栄　

町
）

　

▽
亀
山　

信
子
さ
ん
（
南　

町
）

　

▽
小
川
勢
津
子
さ
ん
（
宇
治
町
）

　

▽
東
平　

宏
武
さ
ん
（
有
漢
町
）

　

▽
川
上　

智
惠
さ
ん
（
川
上
町
）

　

▽
三
村　

和
子
さ
ん
（
川
上
町
）

　

▽
三
宅　

育
子
さ
ん
（
川
上
町
）

地
域
社
会
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
健
環
境
衛
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

▽
西　

万
千
子
さ
ん
（
落
合
町
）

　

寝
た
き
り
状
態
に
な
っ
て
も
、在
宅
で

の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
た
だ
く
た

め
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
、

訪
問
入
浴
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ご
自
宅
の
お
部

屋
で
入
浴
が
で
き
、
全
身
が
お
湯
に

ゆ
っ
く
り
と
入
れ
る
た
め
心
身
の
癒
し

や
血
行
の
促
進
を
図
れ
ま
す
。

　

今
回
、
多
く
の
方
に
、
訪
問
入
浴
に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
健
康

福
祉
の
つ
ど
い
で
、
訪
問
入
浴
車
を
展

示
し
、
訪
問
入
浴
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

入
浴
車
を
初
め
て
見
ら
れ
た
方
か
ら

「
浴
槽
を
ベ
ッ
ト
の
横
に
お
い
て
介
護

者
は
何
も
し
な
く
て
よ
い
の
か
」、「
浴

槽
が
二
つ
に
分
か
れ
て
何
で
水
が
漏
れ

な
い
の
か
」、「
利
用
の
手
続
き
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
」
な
ど
質
問
が
あ
り
、

ま
た
、
と
て
も
興
味
深
く
入
浴
の
状
態

を
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

訪
問
入
浴
で
は
、
利
用
者
の
方
が
入

浴
後
「
あ

あ
、さ
っ
ぱ

り
し
た
」と

気
持
ち
良

い
笑
顔
を

楽
し
み
に

訪
問
し
て

お
り
ま
す
。

大会の部の様子

　各会場で行われた競技の準備や運営等は、各協会、連絡会、協議会のご協力をいただきました。
　また、残念ながら天候の都合により、グラウンドゴルフ大会は中止となりました。

ま つ り の 部
ゲートボール 囲　　碁 将　　棋

　

将
棋
大
会
に
は
、
31
人
の
将

棋
愛
好
家
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
久
々
の
再
会
に
将

棋
談
議
に
花
が
咲
き
、
会
場
内

は
、
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気

に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

い
ざ
勝
負
と
な
る
と
、
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
将
棋
盤
に
向
か
っ

て
対
局
し
て
い
ま
し
た
。

　

囲
碁
大
会
に
は
、43
人
の
参

加
が
あ
り
、会
場
は
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
、「
高
梁
で
の

囲
碁
大
会
は
、
こ
の
大
会
だ
け

な
の
で
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
」、「
来
年
も
元
気
で
会
い

ま
し
ょ
う
」
な
ど
の
声
が
聞
こ

え
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
小

雨
の
降
る
中
、
高
梁
浄
化
セ
ン

タ
ー
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
24
チ
ー
ム
、
１
４
２

人
が
集
い
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が

行
わ
れ
、
健
康
づ
く
り
と
参
加

者
同
士
の
親
睦
が
図
ら
れ
盛
会

に
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
最

高
年
齢
者
は
93
歳
で
し
た
。

3 広報ふれあい福祉　第40号



　

今
年
も
、
10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

高
梁
市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
10
月
１
日
、
備
中

高
梁
駅
前
、
市
内
の
各
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
出
入

口
付
近
で
街
頭
募
金
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
ひ
と
り
の
、
あ
た
た
か
い
助
け
合
い
の
気
持

ち
が
、
高
梁
の
ま
ち
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
高
齢

者
、
障
害
者
、
子
ど
も
た
ち
な
ど

へ
の
、
地
域
の
福
祉
活
動
を
支
援

す
る
募
金
で
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

（
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
）

ふ
る
サ
ポ

（
ふ
る
さ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
募
金
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
サ
ポ
ー
ト
募
金

（
被
災
地
を
支
え
る
人
を
支
え
る
募
金
）

　

毎
年
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
募
金
の
う
ち
、
一
定
割
合
を

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

被
災
地
を
支
援
す
る
た
め
の
活
動

資
金
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
生
ま
れ
た
町
、

育
っ
た
町
、
愛

す
る
町
に
寄
付

が
で
き
る
募
金

で
す
。

　

被
災
地
支
援

に
携
わ
っ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
の
方
々
を
支

え
る
募
金
で
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
ス
タ
ー
ト
！

赤い羽根共同募金

赤い羽根には3つの募金があります

QRコード
です
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歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
共
同
募
金

の
一
環
と
し
て
、
新
た
な
年
を
迎
え
る

時
期
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

実
施
期
間
は
、
11
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
で
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

◎
在
宅
要
介
護
者

◎
難
病
者
等

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
の
支
援
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

た
す
け
あ
い
、
さ
さ
え
あ
い
の
善
意

の
心
で
募
金
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

平成 23 年度　赤い羽根共同募金法人募金にご協力いただいた法人
38 号の広報紙面においてお知らせしましたが、この度、ご協力いただいた企業名、商店名を掲載いたします。ご協力ありがとうございました。

シャロン
城下食堂
松栄
㈲陶山伝五郎商店
妹尾歯科医院
センタ－車輌㈱
大栄商事㈱
㈾大良建設工業社
高梁整形外科医院
㈲竹内商光
㈲竹谷急送
㈱たにもと
㈱ツキモト
㈲土屋石油横町店
土屋ゆべし本舗天任堂
津々甲三堂印判 津  々 肇
当栄ケミカル㈱岡山工場
㈱トマト銀行高梁支店
中村建設㈱
㈲中村損害保険
ナカモリサッシ
中山種苗園
西製麺所
㈱西石油
㈱日本貿易産業
㈲ハイビス
㈲伯備運輸
花房教材
ビジネスホテル 高梁
備中高梁運送事業協同組合
ピトレ・かめやま
備北信用金庫下町支店
㈲フジイ
藤本呉服店
㈲平和鈑金塗装

㈲ペイント・ビルイシイ
㈿ポルカ
マイコー㈱
正宗屋旅館
松府
㈱松本食品包装
㈱ママドライセンター
マルニ㈱
㈱村田管工
物部石材店
㈱森産業
㈲森自動車工場
モリブン書店
八木洋服店
山金
ヤマシタスポーツ
㈾山本金星堂
㈱ゆめフク・ホーム
㈱吉田機工
ロスコ㈱
（有漢地区）……………………
有漢診療所
（成羽地区）……………………
㈱近久鉄工所
ユニチカ成羽㈱
（川上地区）……………………
アグリフーズ㈲
㈲石川北観光
㈲唐﨑工業
川上電工（協）
㈲共栄舎
三原機工㈲
㈱三美産業

（順不同、敬称略）
10月25日現在

（高梁地区）……………………
赤木食品㈱
アキバ電器
アサヒ印刷所内田 昇
アルパ高梁店
石井乳業㈲
稲岡精肉店
井上不動産㈲
㈱イマイ
㈱岩瀬
㈲エヌケーエス自動車販売所
㈱エンシュードー紙器
㈱円仏産業
大河産業㈱
㈲太田建設工業所
大月太一商店
大森材木店㈱
岡山県貨物運送㈱高梁営業所
加藤商店
川上商会
㈲川上ラジオ電気商会
㈲川口写真館
協同タンス店
キョーエイ本店
桑内耳鼻咽喉科医院
鯉正酒造㈱
㈲弘栄工業所
㈲小坂電建
小林日進堂薬品
さか市
さかえグリーンショップ
㈱山陽オカムラ
山陽化学㈱
山陽興産㈱
シャトー
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高梁市防災訓練・災害ボランティアシンポジウム

　高梁市防災訓練では、消防本部による救助実演、安否伝言ダイヤル、非常食炊出訓練・試食などを実施しました。

　9月の防災月間にあたり、東日本大震災を教訓とし、高梁市におけ
る地域住民の防災意識の高揚と災害ボランティアの育成を図ること
を目的に災害ボランティアシンポジウムを開催しました。
　この日の講演にあたり、宮城県の社会福祉法人多賀城市社会福祉
協議会　飯田典美会長をお招きし、「多賀城市災害ボランティアセン
ターの活動について」と題してご講演をいただきました。飯田会長は、
東日本大震災における津波等の映像を流しながら、当時の生々しい
体験の話をされ、講演を聞いた多くの方は涙を流されていました。

　講演終了後のパネルディスカッションでは、吉備国際大
学非常勤講師の塚田健二先生をコーディネーターに、また、
多賀城市社会福祉協議会の飯田会長、美作市社会福祉協議
会の春名正敏事務局次長、近藤隆則高梁市長、本会の内田
親秀会長の 4名のパネリストが、「地域の安全と災害時の
強さとは」をテーマにディスカッションを行いました。
　飯田会長は東日本大震災を振り返り、「まず、逃げて自
分の命を守ってください」と、また、春名次長からは、平
成 21年 8月に美作市で起きた水害を振り返り、市と社協
の連携や要援護者の把握が重要であると話されました。
　また、近藤市長からは、「災害時コミュニテイにおける
助け合いが重要になるので日頃から人と人とのつながりを
大切にしてください」と、内田会長からは、本市における災害ボランティアセンターの在り方等について話を
されました。

　9月 12日、高梁市と高梁市災害ボランティアセンター研究会（高梁市社会福祉協議会ボランティアセンター・高
梁市まちづくりボランティアセンター・順正学園ボランティアセンター）は、高梁市文化交流館で「高梁市防災訓練・
災害ボランティアシンポジウム」を開催し、市内外から約 200人の参加がありました。

高梁市防災訓練

多賀城市社会福祉協議会
会長　飯田　典美氏

災害ボランティアシンポジウム

消防本部による救助実演 NTTの安否伝言ダイヤル体験
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　多賀城市は、宮城県のほぼ中央、太平洋岸に位置し、
3月 11日の東日本大震災では、津波により市の 3分
の 1が浸水するなどの甚大な被害に見舞われました。
　この被害の復旧・復興に向け岡山県では、多賀城市

飯田会長 (右 ) よりお礼状を受け取る内田会長

災害ボランティアセンターが設置された多賀城市社会
福祉協議会へ、岡山県社協を中心に県内の市町村社協
が 3月から 8月までの間に 70人の職員と 213 人の
ボランティアを派遣するなどの支援を行っており、高
梁市社協ではボランティアセンターの運営に職員１人
とボランティアバス随行職員として４人を派遣してい
ます。
　今回の来高に伴い、飯田会長は、職員派遣等支援の
お礼のため、多賀城市長のお礼状を持参し、岡山県内
市町社協を訪問されました。

〈宮城県多賀城市〉

Ａプラン……280円  
Ｂプラン……420円
天災危険補償タイプもあります。
H22.4より改訂  

掛金：

安心を支えます

ボランティア活動中のケガや賠償事故を幅広く補償！

活動場所と自宅
との往復途上の
事故も補償

ケガのための
入院を

事故の日から
180日まで補償

お問合せやご相談は・・・ 
高梁市社会福祉協議会 

本　　所☎22-7243　有漢支所☎57-3218
成羽支所☎42-2005　川上支所☎48-9770
備中支所☎45-3131　まで   

天災タイプでは
地震・噴火・津波
によるけがもOK

ボランティア自身の
食中毒・熱中症
特定感染症もOK
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秋
の
各
種
表
彰
〜
永
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
る
〜

　

平
成
23
年
度
岡
山
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
が
10
月
13

日
、
岡
山
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
高
梁
市
か
ら
個
人

13
名
と
団
体
２
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
下
の
社
会
福
祉
関
係
者
が
さ
ら
な

る
連
携
強
化
を
図
り
、
社
会
福
祉
の
一
層
の
発
展
を
目

的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
多
年
に
わ
た
り
社

会
福
祉
活
動
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
社

会
福
祉
関
係
者
に
対
し
、
表
彰
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
で
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰

　
　

社
会
福
祉
功
労

　
　
（
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
）

　
　
　
　

▽
落
合
ひ
ま
わ
り
の
会
（
落
合
町
）

　
　

老
人
福
祉
功
労

　
　
　
　

▽
平
井　

武
夫
さ
ん
（
成
羽
町
）

　
　
　
　

▽
宮
田　
　

昻
さ
ん
（
津
川
町
）

　
　

心
身
障
害
者
福
祉
（
更
生
援
護
）
功
労

　
　
　
　

▽
髙
岡　
　

夫
さ
ん
（
川
上
町
）

　
　

心
身
障
害
者
福
祉
（
自
立
更
生
）
功
労

　
　
　
　

▽
流
田　

治
男
さ
ん
（
成
羽
町
）

　

岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労

　
　
　
　

▽
三
宅　

妙
永
さ
ん
（
備
中
町
）

　
　
　
　

▽
山
下　

里
絵
さ
ん
（
成
羽
町
）

　
　

社
会
福
祉
施
設
功
労

　
　
　
　

▽
植
田　

貞
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
老
人
保
健
施
設
ゆ
う
ゆ
う
村
）

　
　
　
　

▽
沖
田　

善
美
さ
ん

　
　
　
　
　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
有
漢
荘
）

　
　

社
会
福
祉
協
助
者
（
感
謝
）

　
　
　
　

▽
た
か
は
し
朗
読
の
会　
（
向　

町
）

　

岡
山
県
共
同
募
金
会
長
表
彰

　
　

奉
仕
功
労
者

　
　
　
　

▽
柳
井　
　

新
さ
ん
（
成
羽
町
）

　
　
　
　

▽
住
井　

榮
子
さ
ん
（
有
漢
町
）　

　
　

従
事
功
労
者

　
　
　
　

▽
平
木　

生
山
さ
ん
（
備
中
町
）

　
　
　
　

▽
田
中
猪
三
郎
さ
ん
（
備
中
町
）　

　

岡
山
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長
表
彰

　
　

功
労
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
　
　

▽
福
瀧
登
喜
恵
さ
ん
（
巨
瀬
町
）

　

平
成
23
年
度
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
10
月
20

日
、
岡
山
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
高
梁
市
か
ら
個
人

５
名
と
団
体
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
層
の
発
展
と

『
魅
力
あ
る
健
康
長
寿
社
会
』
の
実
現
を
目
的
と
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
永
年
に
わ
た
る
老
人

ク
ラ
ブ
の
育
成
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
県
下
の
老
人
ク
ラ

ブ
関
係
者
の
功
績
を
称
え
、表
彰
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
で
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

　
　

老
人
ク
ラ
ブ
運
営
功
労
者

　
　
　
　

▽
田
中　

啓
吾
さ
ん
（
成
羽
町
）

　
　
　
　

▽
杉
田　
　

悟
さ
ん
（
備
中
町
）

　
　
　
　

▽
川
上　

義
男
さ
ん
（
備
中
町
）

　
　
　
　

▽
佐
野　

孝
夫
さ
ん
（
成
羽
町
）

　
　
　
　

▽
戸
田　

義
武
さ
ん
（
有
漢
町
）

　
　

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

▽
巨
瀬
明
友
会　
　

（
巨
瀬
町
）

岡山県総合社会福祉大会の様子

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

岡
山
県
総
合
社
会
福
祉
大
会

受
賞
お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す
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福 祉 施 設 の 作 品 展 示 コ ー ナ ー

運動会で掲揚する旗を入居者の皆さんが色
づけしました。

デイサービスに大粒のぶどうが実りま
した。一粒食べたいのですが、新聞紙
でできているので食べれないのが残念
です。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑 利用者の各々の秋のイメージを貼り絵

で作り、タペストリーに仕上げました。

川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

秋のタペストリー
味覚の秋

本
市
社
協
職
員
が
各
種
表
彰
受
賞

　

平
成
23
年
度
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
会
長
表
彰
を
こ

の
た
び
本
市
社
協
か
ら
２
名
の
職
員
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り
老
人
福
祉
及
び
介
護
事
業

に
貢
献
し
、
そ
の
業
績
が
特
に
顕
著
な
職
員
に
対
し
、
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
受
賞
し
た
職
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

山
陽
新
聞
社
会
事
業
団
主
催
の
第
37
回
社
会
福
祉
優
良
従

事
者
表
彰
を
こ
の
た
び
本
市
社
協
か
ら
２
名
の
職
員
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
社
会
福
祉
施
設
及
び
福
祉
関
係
で
、
職
務

に
精
励
し
、
献
身
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
福
祉
従
事
者
に

対
し
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

今
回
、
受
賞
し
た
職
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

管
理
者
　
深
田
純
子

　

こ
の
度
の
表
彰
は
、
職
場
の
ス

タ
ッ
フ
や
家
族
の
協
力
の
お
か
げ
で

い
た
だ
け
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
縁
の
下
の
力
持
ち
的
な
存
在
で
、
介
護
・
福
祉
に

関
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

主
任
　
井
上
晃
宏

　

地
域
の
人
や
利
用
者
の
人
に
助
け

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
後
も
初
心
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

管
理
者
　
木
城
み
ち
よ

　
　

多
く
の
先
輩
方
か
ら
の
育
み
と

職
場
の
仲
間
の
協
力
と
支
え
が
あ
っ

て
、
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
、
よ
り
一
層
、
利

用
者
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
事
業
所
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
課 

訪
問
介
護
事
業
所

主
任
　
池
田
文
子

　

こ
の
度
は
、
社
会
福
祉
優
良
従
事

者
の
表
彰
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
訪
問
介
護
員
と
し
て
、
利
用
者
の
方
々
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
会
長
表
彰

社
会
福
祉
優
良
従
事
者
表
彰

受
賞
し
た
職
員
の
声

受
賞
し
た
職
員
の
声

ささゆり苑旗
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私
達
の
サ
ロ
ン
は
、
成
羽
町

の
星
原
、
星
鷹
の
有
志
20
名
で

月
１
回
の
食
事
会
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
の
人
が
増
え
て

い
く
こ
の
頃
、
食
事
を
し
な
が
ら

お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
事
は
、
親

睦
を
図
る
と
共
に
ス
ト
レ
ス
解

消
の
面
か
ら
も
有
効
な
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

献
立
は
会
員
の
希
望
を
聞
き

な
が
ら
栄
養
委
員
が
考
え
、
食

べ
な
が
ら
ど
ん
な
食
品
を
ど
の

く
ら
い
食
べ
た
ら
い
い
か
な
ど

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

食
後
に
は
、
健
康
保
持
に
良

い
運
動
を
し
て
お
り
、
今
回
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

　

私
達
の
サ
ロ
ン
は
、平
成
21
年
度

に
町
内
の
婦
人
有
志
で
活
動
を
始

め
ま
し
た
。３
年
目
と
な
る
本
年
度

は
、女
性
の
参
加
数
も
増
え
た
の
で
、

集
会
所
へ
男
性
の
方
々
も
招
い
て
、

季
節
行
事
も
取
り
入
れ
た
、手
作
り

の
昼
食
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、大
き
く
て
と
て
も
お
い

し
い
、ぼ
た
も
ち
を
作
り
ま
し
た
。

食
べ
な
が
ら
、
近
況
報
告
か
ら
農
作

業
の
話
や
、
は
て
は
政
治
談
議
と
、

に
ぎ
や
か
に
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
、
参
加
で
き
な
か
っ
た

方
に
は
、
お
弁
当
に
し
て
お
宅

へ
届
け
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
、
声
を
か
け
合
え

る
暮
ら
し
を
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ふれあいサロン活動紹介

津川町　ゆずりはサロン

成羽町　ふれあいの会今年度のサロン活動予定について
  4 月　食事会、年間計画作成
  5 月　食事会、お手玉作り
  6 月　食事会、お手玉作り
  7 月　食事会、七夕かざり作り
  9 月　食事会、栄養教室
10 月　ウォーキング
11 月　食事会、毛糸の小物作り
  1 月　食事会、ゲーム大会
  2 月　食事会、折り紙のひな作り
  3 月　食事会、反省会

今年度のサロン活動予定について
  4 月　お花見
  5 月　地域の伝承行事、手作りの昼食会
  6 月　“しろみて”昔の風習、手作りの昼
　　　　食会
  7 月　茶話会
  9 月　地域の伝承行事、手作りの昼食会
10 月　収穫に感謝、手作りの昼食会
12 月　忘年会、昼食
  1 月　新年会、昼食
  3 月　反省会
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市
内
外
の
方
々
へ
ご
協
力
の
お
願
い

を
し
て
お
り
ま
す
、
平
成
23
年
度
賛
助

会
費
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
か
ら
ご
理

解
ご
賛
同
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重

な
浄
財
は
、
高
梁
市
の
地
域
福
祉
推
進

の
た
め
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
や
敬

老
祝
い
品
（
米
寿
写
真
）
贈
呈
事
業
な

ど
の
事
業
へ
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
本
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
賛
助
会
費
へ
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
を
募
っ
て
い
ま
す
。
会
員
制
度
の

趣
旨
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
賛
助
会
員

へ
の
加
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
９
月
末
現
在
で
、
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
会
費
は
７
３
４
万
５
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
度

　
　
賛
助
会
費
協
力
の
お
願
い

賛助会員
○普通会員
　高梁市民	 １口１，０００円
○法人会員
　市内の法人（事業所を含む）
	 １口３，０００円
○ふるさと会員
　市外居住者	 １口３，０００円
○特別会員
　特別な協力者	１口５，０００円

平成 23 年度　社協賛助会費にご協力いただいた法人及びふるさと会員
ご協力いただいた法人及びふるさと会員のお名前を掲載いたします。ご協力ありがとうございました。

（成羽地区）……………………
有限会社 應武銃砲火薬店
株式会社 佐野組
株式会社 トリムス
株式会社 ムネオカ
柳井芳文堂
（川上地区）……………………
アグリフーズ 有限会社
株式会社 池田建設
株式会社 池田本店
石川北観光 有限会社
有限会社 馬山商会
株式会社 大塚組
株式会社 大月組
大月石材店
大森精工 有限会社
株式会社 岡﨑建設
株式会社 カードック滝本
有限会社 カーライフ那須
有限会社 かっこう花グループ
有限会社 かねたか農機
有限会社 唐㟢工業
川上工業 株式会社
川上電工 協業組合
社会福祉法人 旭川荘かわかみ療護園
有限会社 共栄舎
株式会社 三美産業
地頭石油 株式会社
株式会社 シャガード
社会福祉法人 旭川荘望の丘ワークセンター
有限会社 濱農産
社会福祉法人 旭川荘介護保健老人施設ひだまり苑
びほく森林組合川上支所
びほくバス 株式会社

株式会社 平松運輸
三原機工 有限会社
南工業 有限会社
三村加工 有限会社
山室建設 株式会社
山本酒造 株式会社
（備中地区）……………………
赤木建設株式会社
朝日堂
有限会社 光土水
広兼電機 たばら店
有限会社 松井組
（市外）…………………………
サンコー印刷株式会社

■ ふるさと会員
（高梁地区）……………………
　埼玉県　　伊山　佳男
　岡山市　　加藤美智子
　京都府　　亀山　圭二
　愛知県　　杉本　榮一
　兵庫県　　難波　　充
　岡山市　　渡辺　眞子
（成羽地区）……………………
　大阪府　　松田　　進
（川上地区）……………………
　東京都　　川上美恵子
　東京都　　森下　英昭
（備中地区）……………………
　広島県　　赤木　鶴治

（順不同、敬称略）
8月16日〜10月15日現在

■ 法人会員
（高梁地区）……………………
石井乳業有限会社
株式会社 Ｍ．Ｋセキュリティー 高梁営業所
株式会社 吉備ケーブルテレビ
三京株式会社
株式会社 シーエートラスト
島自動車有限会社
深耕寺
株式会社 総合技術サービス
株式会社 タイガーマシン製作所
社団法人 高梁市観光協会
有限会社 高梁リース
株式会社 ツキモト
ナカヤマ建設株式会社
株式会社 能登原商店
高梁医師会立訪問看護ステーションやまびこ
堀金属表面処理工業株式会社岡山工場
有限会社 ハイビス
有限会社 伯備運輸
株式会社 八光
有限会社 花房教材
備中開発株式会社
備北タクシー株式会社
福滝建設株式会社
（有漢地区）……………………

有限会社 ウカンファーマーズファクトリー
株式会社 魚省本店
有限会社 島田建設
戸田鮮魚店
中山商会
マルサ醸造有限会社
有限会社 吉岡工業所
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地 福
報　告

活域 祉 動

　

有
漢
敬
老
会
が
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
ご
協
力
を
頂
き
、
有
漢
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
有
漢
地
域
の
75
歳
以
上
の

高
齢
者
は
６
５
７
人
で
、
当
日
は
１
８
５

人
が
敬
老
の
祝
い
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
有
漢
中
学
校
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
生
徒
達
が
爽
や
か
な
笑
顔
で

出
迎
え
、
出
席
者
は
最
後
ま
で
秋
の
一

日
を
に
こ
や
か
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

有
漢
地
区
社
協
で
は
、
今
年
か
ら
米

寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、欠
席
者
の
記
念
品
配
送
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い
の
会
の
協
力

を
頂
き
ま
し
た
。

　

川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
湯

原
温
泉
の
お
湯
２
千
リ
ッ
ト
ル
が
「
温

泉
宅
急
便
」
と
し
て
（
社
）
高
梁
青
年

会
議
所
会
員
か
ら
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
、
入
浴
し
た
利
用
者
は
湯
原
か
ら
直

送
さ
れ
た
温
泉
を
川
上
に
い
な
が
ら
に

し
て
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
「
い
つ
ま
で
も
ポ
カ
ポ
カ

と
暖
か
く
て
気
持
ち
が
よ
く
て
長
生
き

が
出
来
る
よ
う
な
気
が
す
る
」、「
肌
が

ツ
ル
ツ
ル
し
て
い
ま
す
。
感
謝
、
感
謝

あ
り
が
た
い
事
で
す
」
と
話
さ
れ
、
平

成
２
年
よ
り
毎
年
送
ら
れ
て
い
る
温
か

い
贈
り
物
に
、
心
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
に
指
定
さ
れ

て
い
る
川
上
中
学
校
で
一
年
生
13
人
が

高
齢
者
を
知
ろ
う
と
、
擬
似
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

疑
似
体
験
セ
ッ
ト
を
装
着
後
、
生
徒

達
は
見
た
目
以
上
に
身
体
に
掛
か
る
負

担
の
大
き
さ
に
驚
き
、
ま
た
、
高
齢
者

一
人
一
人
の
身
体
状
態
に
合
わ
せ
た
介

助
や
気
配
り
が
、
と
て
も
重
要
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
こ
の
貴
重
な
体
験
を
通
じ

て
高
齢
者
へ
の
い
た
わ
り
の
気
持
ち
を

持
つ
と
共
に
、
介
助
の
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

備
中
や
す
ら
ぎ
の
里
で
『
備
中
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
、
備
中
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
く
つ
ろ
ぎ

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
飲
み
物
の
提
供
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
も
良
く
市
内
外
か
ら

多
く
の
来
訪
者
が
あ
り
、
会
場
は
熱
気

に
溢
れ
、
く
つ
ろ
ぎ
コ
ー
ナ
ー
で
も
賑

わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
休
憩
所
内
に
設
置
さ
れ
た
募

金
箱
に
は
多
く
の
善
意
を
頂
き
、
今
回

の
収
益
金
は
高
梁
市
共
同
募
金
委
員
会

へ
募
金
さ
れ
、
来
年
度
の
地
域
の
福
祉

活
動
へ
活
用
さ
れ
ま
す
。

有
漢
敬
老
会
を
開
催 

9/11

有
漢
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
温
泉
気
分 

9/15

川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
疑
似
体
験
教
室 

9/20

高
梁
市
立
川
上
中
学
校

備
中
ふ
る
さ
と
ま
つ
り 

10/9

備
中
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
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地 福
報　告

活域 祉 動

　

高
梁
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性

部
主
催
の
視
察
交
流
会
が
、
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
各
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

の
女
性
役
員
等
35
人
が
参
加
し
、
夢

フ
ァ
ー
ム
有
漢
で
室
内
栽
培
レ
タ
ス

の
施
設
見
学
の
後
、
有
漢
保
健
セ
ン

タ
ー
で
、
お
互
い
の
ク
ラ
ブ
活
動
の

紹
介
や
、
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
活
動
の

展
開
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

熱
心
な
協
議
の
中
で
も
、
時
折
冗

談
も
飛
び
交
い
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
下
、
入
居
者
全
員
で
運

動
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た

め
、
入
居
者
達
は
練
習
を
重
ね
、
玉

入
れ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
お
饅
頭
食

い
競
争
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
小
学
生
に

は
負
け
な
い
ぐ
ら
い
、
元
気
に
競
技

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

入
居
者
の
一
人
は
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
で
ゲ
ー
ト
が
通
ら
な
か
っ
た
の
で

悔
し
か
っ
た
。
来
年
は
一
等
賞
を
取

り
た
い
」
と
話
さ
れ
、
と
て
も
賑
や

か
で
盛
会
な
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
39
回
高
梁
地
域
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
高
梁
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
会
員
の
健
康

の
保
持
増
進
と
参
加
者
相
互
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

競
技
は
６
種
目
の
チ
ー
ム
対
抗
戦

で
、
入
れ
た
玉
の
数
が
そ
の
ま
ま
得
点

に
反
映
さ
れ
る
最
終
種
目
の
「
紅
白
玉

入
れ
」
で
は
、
１
点
で
も
多
く
稼
ご
う

と
、
籠
め
が
け
て
玉
を
投
げ
入
れ
て
い

ま
し
た
。
会
場
は
出
場
選
手
16
チ
ー
ム

総
勢
３
７
５
人
の
拍
手
と
歓
声
に
包
ま

れ
、
大
盛
況
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
研
修
会
を
開
催 

10/11

高
梁
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

運
動
会
を
開
催 

10/17

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催 

10/18

高
梁
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

☆作り方☆
①かぼちゃは種を取って小さく切り、耐熱容器に入れてラップをして
電子レンジで４分加熱する。軟らかくなったら熱い内に粗くつぶす。

②①にしょうゆ、ガラスープ、すりゴマを混ぜあわせる。

○栄養バランスを考えたもう一品
ほしい時のお助けメニューです。

○電子レンジで調理するため短時
間で出来ます。

ポイント☆材料　１人分☆
かぼちゃ・・・１／ 4
しょうゆ・・・小さじ１
ガラスープ・・少々
すりごま・・・大さじ 4

介護職員さんのおすすめレシピ

かぼちゃの白ゴマ和え
電子レンジで簡単調理
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　この度、高梁市社会福祉協議会のホームページ
をリニューアルしました。広報紙はもちろんホー
ムページにおいても様々な情報を発信してまいり
ます。是非、新しくなったホームページをご活用
ください。

○ホームページアドレス
http://www.fukushiokayama.or.jp/Takahashi/takahashi.html

　高梁市社会福祉協議会では、日常生活用具の貸出
事業を行っています。
　用具の種類は、特殊ベッド、車いすで、利用料は『無
料』です。
　対象者は次のいずれかに該当する方です。

　○市内に居住し、在宅で生活されている方で、
　　介護保険の認定を受けていない方、
　　もしくは、要支援１・２、要介護１の方

　○要介護２以上の方で、旅行等により短期的に
　　必要な方

　貸出期間は３ヶ月ですが、貸出期間満了後、引き
続き貸出を必要な場合は更新することができます。
　お問い合わせは、地域福祉課または各支所まで
ご連絡ください。

　地域福祉課　☎２２- ７２４３　
　有漢支所　　☎５７- ３２１８
　成羽支所　　☎４２- ２００５　
　川上支所　　☎４８- ９７７０
　備中支所　　☎４５- ３１３１

平成２３年度

ふれあい
相談と援助

☆各支所で定例の相談日はありませんが、随時相談に応じます。
☆相談予約や問合せ先は次のとおりです。
　高梁本所 ☎ 22-7243　　有漢支所 ☎ 57-3218　　成羽支所 ☎ 42-2005
　川上支所 ☎ 48-9770　　備中支所 ☎ 45-3131
※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

種　　　別 福祉総合相談 身体障害者相談

担当相談員 常任相談員 身体障害者相談員

場　　　所 高梁総合福祉センター 高梁総合福祉センター

時　　　間 10:00～ 15:00 10:00～ 15:00

月／日
12月 15日（木） 12月1日（木）

　1月19日（木） 　1月5日（木）

News
お

せ
ら知

ホームページを更新 日常生活用具貸出事業について
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社会福祉協議会へのご寄付
ありがとうございました。

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 23 年 9 月と 10 月にいただいたご寄付についてお知らせします。
心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

23 年 9月〜 10月

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》	

金
一
封	

落
合
町	

赤
木
　
久
之

	

（
故
・
啓
一
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

入
江
　
大
和

		
（

故
・
邦
男
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

浦
田
　
隆
司

	

（
故
・
久
子
様
）

金
一
封	

新　

町	

大
森
　
　
秀

	

（
故
・
政
美
様
）

金
一
封	

中
井
町	

片
岡
　
幸
夫

		
（

故
・
文
子
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

原
田
　
克
己

	

（
故
・
勇
様
）

金
一
封	
新　

町	

倉
野
　
浩
一

	
（
故
・
富
貴
子
様
）

金
一
封	

下
谷
町	
仲
田
　
泰
人

	

（
故
・
毅
様
）

金
一
封	

川
面
町	

佐
藤
　
一
美

	

（
故
・
と
め
よ
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

柴
倉
　
幸
一

		
（

故
・
友
榮
様
）

金
一
封	

松　

山	

横
山
　
悦
子

		
（

故
・
英
夫
様
）

金
一
封	

正
宗
町	

宮
本
　
昭
則

	

（
故
・
鎗
屋
靖
士
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

石
村
　
武
男

	

（
故
・
キ
ク
エ
様
）

金
一
封	

鍛
冶
町	

小
見
山
止
農
夫

	

（
故
・
文
子
様
）

金
一
封	

津
川
町	

岡
下
　
元
昭

	

（
故
・
和
夫
様
）

金
一
封	

総
社
市	

江
藤
　
順
一

	

（
故
・
澄
子
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

福
瀧
　
　
一

	

（
故
・
秀
志
様
）

金
一
封	

落
合
町	

中
村
雄
次
郎

	

（
故
・
一
雄
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

藤
井
　
弘
章

	

（
故
・
寿
子
様
）

金
一
封	

中
井
町	

丸
山
　
光
男	

（
故
・
哲
様
）

金
一
封	

松　

山	

須
山
　
　
隆

	

（
故
・
シ
ズ
子
様
）

金
一
封	

高
倉
町三

村
家
親
族
一
同

	

（
故
・
三
治
郎
様
）

金
一
封	

落
合
町	

畑
　
　
敦
則

（
故
・
浩
三
様
）

金
一
封	

津
川
町	

島
原
美
三
枝

		
（

故
・
明
雄
様
）

金
一
封	

東　

町	

堀
部
　
秀
夫

		
（

故
・
清
子
様
）

金
一
封	

本　

町	

菊
樂
　
達
夫

	

（
故
・
醇
三
郎
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	
岡
下
　
元
昭

	

（
故
・
和
夫
様
）

金
一
封	

津
川
町	

島
原
美
三
枝

		
（

故
・
明
雄
様
）

金
一
封	

津
川
町	

矢
田
部
孝
子

	

（
故
・
秀
吉
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

岡
山
市	

浦
田
　
隆
司

	

（
故
・
久
子
様
）

金
一
封	

川
面
町	

佐
藤
　
一
美

（
故
・
と
め
よ
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

原
田
　
克
己

		


（
故
・
勇
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

福
瀧
　
　
一	

（
故
・
秀
志
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	

片
岡
　
幸
夫

	

（
故
・
文
子
様
）

金
一
封	

中
井
町	

丸
山
　
光
男

	

（
故
・
哲
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	

信
原
　
孝
理

	

（
故
・
進
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封	

総
社
市	

江
藤
　
順
一

	

（
故
・
澄
子
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

中
村
雄
次
郎

		
（

故
・
一
雄
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

上
有
漢	

栗
尾
　
京
子

	

（
故
・
元
樹
様
）

金
一
封	

有　

漢	

簗
田
　
　
実

	

（
故
・
千
万
惠
様
）

金
一
封	

有　

漢	

畠
木
　
節
子

	

（
故
・
哲
夫
様
）

金
一
封	

有　

漢	

簗
田
　
　
実

	

（
故
・
登
志
子
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

森
川
　
克
之

		
（

故
・
正
之
様
）

金
一
封	

有　

漢	

川
上
　
大
二

		
（

故
・
し
な
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

近
藤
　
知
之

（
故
・
登
志
枝
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

松
井
　
節
夫

	

（
故
・
ひ
さ
の
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

上
日
名	

藤
井
　
和
彦

	

（
故
・
ア
ヤ
コ
様
）

金
一
封	

布　

寄	

廣
岡
　
　
實

		
（

故
・
鶴
子
様
）

十
万
円	

津
山
市	

大
田
　
　
肇

		


（
故
・
豊
様
）

金
一
封	

成　

羽	

日
名
　
由
美

（
故
・
昌
吾
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

宮
本
　
章
次

	

（
故
・
早
百
合
様
）

金
一
封	

成　

羽	

小
坂
　
晃
永

（
故
・
ヨ
シ
子
様
）
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この広報誌は再生紙を使用しています。

編 

集 

後 

記

金
一
封	

成　

羽	

赤
迫
　
　
孝

	

（
故
・　

子
様
）

金
一
封	

下　

原	

土
谷
　
　
学

	

（
故
・
定
治
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	
総
社
市	

藤
本
　
哲
也	

（
故
・
勇
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

平　

川	

谷
本
　
親
男

	

（
故
・
シ
ズ
コ
様
）

五
万
円	

平　

川	

丹
上
　
菊
治

	

（
故
・
文
子
様
）

金
一
封	

西
油
野	

川
上
恵
美
子

		
（

故
・
祥
弘
様
）

金
一
封	

総
社
市	

川
井
　
一
志

（
故
・
シ
ズ
ヱ
様
）

金
一
封	

布　

瀬	

岡
本
　
佳
久

（
故
・
昇
様
）

金
一
封	

西
油
野	

水
上
　
伸
一

（
故
・
治
子
様
）

金
一
封	

総
社
市	

川
井
　
一
志

（
故
・
鼎
様
）

金
一
封	

平　

川	

古
川
　
　
収

（
故
・
敏
恵
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封	

南　

町	

今
井
　
妙
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

　
　

	

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

第
328
回
、
第
329
回
目
）

金
一
封	

川
面
町	

西
村
　
匡
弘

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

川
面
町	

西
村
　
匡
弘

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有　

漢	

森
本
　
幾
江

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	
上
有
漢	

新
山
　
数
俊

	
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	
有　

漢	

藤
井
　
昊
二

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	
戸
清
　
　
義

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

上
有
漢	

山
本
　
　
堅

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

有
漢
中
学
校
昭
和
29
年
度
卒
同
窓
会

	

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

百
万
円	

有　

漢	

山
縣
加
代
子

	

（
主
人
の
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

下
大
竹	

吉
田
　
誠
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

地　

頭	

内
藤
　
金
吾

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

下
大
竹	

柏
木
　
卓
之

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

臘　

数	

西
井
　
文
子	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

七　

地	

田
中
　
豊
子	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

下
大
竹	

瀧
川
　
利
明	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

地　

頭	

加
藤
　
道
子	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

地　

頭	

難
波
　
貞
子	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

川
面
町	

西
村
　
匡
弘	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

布　

賀	

瀬
戸
川
キ
ヨ
コ

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

布　

賀	

瀬
戸
川
武
明

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

西
油
野	

平
井
　
澄
江

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	
長　

屋	

赤
木
　
周
子

	
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	
布　

瀬

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
高
梁

	

（
一
般
寄
附
と
し
て
）

金
一
封	

平　

川	

石
井
彌
三
郎

（
一
般
寄
附
と
し
て（
百
歳
の
祝
い
））

金
一
封	

布　

賀	

村
上
　
時
次

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

　

10
月
８
日
、
平
川
を
４
時
に
出
発
し
、
山
口
国
体
の
成
年
男

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
東
北
代
表
の
福
島
県
チ
ー
ム
を
応
援
に
行

き
ま
し
た
。
平
成
17
年
の
岡
山
国
体
で
、
平
川
に
民
泊
さ
れ
地

域
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
交
流
に
よ
っ
て
、
生

ま
れ
た
絆
が
今
も
な
お
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
健
康
福
祉
の
つ
ど
い
で
、
訪
問
入
浴
車
の
展
示
を
行

い
ま
し
た
。
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
も
あ
た
た
か
い
絆
で
結
ば
れ

て
い
ま
す
。
利
用
者
の
方
が
、
気
持
ち
良
い
毎
日
を
送
れ
る
よ

う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。（
Ｏ
）

　　

先
日
保
育
園
の
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。
一
生
懸
命
競
技
や

演
技
を
す
る
姿
を
見
て
、
こ
う
や
っ
て
少
し
づ
つ
成
長
し
、
い

ろ
ん
な
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
ん
だ
な
ぁ
と
胸
が
熱

く
な
り
涙
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

各
地
域
で
サ
ロ
ン
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
ふ
れ

あ
い
、
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
あ
た
た

か
く
見
守
っ
て
い
け
る
よ
う
な
社
会
に
な
っ
て
欲
し
い
と
感
じ
た

秋
の
日
で
し
た
。（
Ｏ
）

　

市
内
の
各
所
で
伝
統
行
事
の
一
つ
で
も
あ
る
秋
祭
り
が
行
わ

れ
て
お
り
、
私
も
渡
り
拍
子
の
お
手
伝
い
と
し
て
一
日
地
域
の

お
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
普
段
中
々
会
え
な
い
地
域
の
人
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
、
お
祭
り
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

あ
と
１
ヶ
月
半
で
今
年
も
終
わ
り
ま
す
。
支
援
を
必
要
と
さ

れ
る
方
が
、
地
域
で
あ
た
た
か
い
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
募
金
へ

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｋ
）

　

今
号
か
ら
編
集
後
記
を
広
報
委
員
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
と
も
ふ
れ
あ
い
福
祉
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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